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第 ３９ 回 例 会 報 告（４月２６日）  

【 出  席  報  告 】 
・会員数   ５４名          ・出席数   ３３名          ・欠席数  ２１名 

・当日出席率   ６８．１８％               ・前々回修正出席率   ９３．８８％ 

＜欠席会員＞藤田､原､檜垣(俊)､檜垣(巧)､平尾､平田､吉良､近藤､松木､光藤､越智(務)､大澤､竹田､田中 

〔免除会員〕青野､原田､金森､松本､村上､白石､八木 

<4/12 欠席補填>(4/3 今治南)檜垣(圭)､檜垣(賢)､檜垣(直)､平尾､平田､飯、久米､松木､村上(裕)､西信､重松 

  (4/10IAC)藤田 
◇会長報告・友の会の会報ができました。 

◇幹事報告・5月 3日(木)は、法定休日に準ずる休会です。次回例会は 5月 10 日(木)職業奉仕委員会アワーです。 

・次年度クラブ計画書名簿作成にあたり、役職名、連絡先等、訂正・変更がございましたらお知らせ下

さい。 

◇親睦活動委員会・お誕生日スピーチ・門田精二会員：67 歳になります。終戦の年の５月５日、６人きょうだい

の５番目として広島県呉市で生まれました。戦後すぐ一家で今治に移ったため、「育った場所を

見ておきたい」ときょうだいそろって呉に行ってきました。久しぶりに和気あいあいとして良か

ったです。 

 

ロータリー情報委員会アワー 
◆尾越優委員長：この１年、親睦委員を兼務する大沢正尚委員が定期的に親睦委員会を開き、新

会員へのオリエンテーションや例会で得られない情報提供をしてくれており、お任せしている

次第だ。▼今治北・今治南RCでメークアップする機会があり、３クラブの違いを感じた。ニコ

ニコは北、南とも一律千円。２千円出すと「多額をいただきました」と紹介された。私は「ニ

コニコだから２枚が普通」と教えられたが…。▼月曜が例会日の北は４月30日、５月７日と２

回続けて休会する。７日はゴールデンウイーク明けだが選択休会だ。北、南は年４回の選択休

会を目一杯使っている。今治クラブは例会を大切にしている。▼南で途中退席する際、同じメ

ークアップ組北RCのミスターロータリー氏にちらっとにらまれた気がした。きっちりしている

人はきっちりしているとあらためて感じた。 

◆重松宗孝会員：東日本大震災被災地に行ってきた。仙台空港は高さ3.02メートルの位置に線が

入っている。そこまで津波が来た印。同空港は米軍の対応が早くすぐ再開した。自衛隊と違っ

て死体があろうがなかろうが優先職務を遂行するからだ。▼気仙沼の防災対策庁舎は放送で避

難を呼びかけていた女性がなくなった場所。９メートルの高さがあり、当初の６メートルの津

波予報通りなら助かるはずだった。それが10メートルの予報に変わり、最上階の手すりにつか

まった３、４人だけが助かった。判断としては仕方がなかったのか。▼現地で聞いた話のあれ

これ。「米軍、自衛隊の悪口はダメ」「宮城県知事は自衛隊出身なので自衛隊の対応が早かっ

た」「（津波の際は）一緒に逃げるな」（固まって逃げると全員が死ぬ。ばらばらだと１人は

子孫が残る）。▼釜石の奇跡とは、群馬大の教授が震災に備え８年前から市教委の賛同を得て実施していたモデ

ル事業の成果。①想定にとらわれるな ②最善を尽くせ ③率先避難者たれ―と教えた結果、震災当日、サッカ

ーをしていた中学生が「津波が来るぞ」と叫びながら高台へ避難。校舎内の生徒、隣接小学校児童、お年寄りら

も手を引かれるなどして続き、学校にいた小中学生全員が助かった。▼第36回例会で飯忠悟会員から報告のあっ

た「鎮魂と希望の鐘」。岩手・山田RCが整備したその鐘のそばで女の子がたばこをふかしぼんやりしていた。鐘

のある丘から海までほとんど家がなかった。これからも家は建たないだろうという。再開発するなら米軍、自衛

隊を呼ぶか、がれきの処分場とするかとの声も。国の手厚い助成金で男性はほとんど働かずにパチンコ屋に行っ

ている。 

 

次 回 例 会（５月１０日） 
【 職業奉仕委員会アワー 】 

   ＜会員誕生祝＞ 岡田 昌平氏（5/14） 檜垣  巧氏（5/16） 

   ＜結婚記念祝＞ 尾越  優氏（5/10） 西本 信保氏（5/14） 八木  祐氏（5/14） 

〔 国際ホテル 〕 

 


